
 

 

 

 

 

 

 

中学生の道徳 自分をのばす 

～人権教育講演会・道徳授業参観～ 
 １０月２９日（火）の午後から「人権教育講演会」、「道

徳授業参観」が行われます。講演会には、２００８年北京オ

リンピック女子５０００ｍに出場した小林祐梨子さんに来て

いただきます。「人との絆（たすき）に込めた想い」をテー

マに講演していただきます。また道徳授業は、各クラスの担

任の先生が授業を行います。「特別の教科」となった道徳科

では、「答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の生徒

が自分自身の問題としてとらえ、向き合う『考え、議論する

道徳』」の実現をめざしています。その時間は、教師と生

徒、生徒同士の信頼関係をもとに、授業の中で、道徳性に関

わる成長を図るものとなります。社中学校では、「ローテー

ション道徳（単元担任制）」に取り組んでいます。最近は、

定着してきたので、授業の前に、「今日の道徳は何をします

か？」と質問していた生徒たちは、「今日の道徳はどの先生

が来られますか？」と質問するようになりました。先日、

「月明りで見送った夜汽車」（3年生：自分をのばす）という資料を使って「思いやりの心」

について考えました。この資料は、教科書で良く見る「一人の人物の生き方が変わる」という

資料ではなく、「生きている場、その場の雰囲気が変わる」という資料でした。内容は、Y先

生のI先生に対する思いやりがテーマです。授業始めに「思いやりとは？」の質問に「相手の

ことを思って何かするということが思いやりです。」と多くの人が答えてくれました。そして

授業後の感想には、「本当の思いやりは、思いやりの行為を受けた人が、それに気がつかない

のが思いやりの行為の最高だと思った。」とすごく粋な考え方を感想に書いている生徒もいま

した。道徳の授業では、生徒のみなさんが私たちの想像もつかないような答えを言う事があり

ます。こういう答えに出会った時は、「そこまで考えられるか！！」ととっても嬉しく感じま

す。そして、重要な人格形成期である中学生にとって、こうした一つ一つの授業や学校生活の

中で社会へ出た時に欠かすことのできない思いやりの心や感謝の気持ち、その行動をたたえる

温かい気持ちなどを学んでいきます。保護者、地域の皆さまも29日（火）の学校オープンに

ぜひ足を運んでいただき、社中学校の様子をご覧ください。 
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２年生トライやるウィーク ～地域に学ぶ～ 

衣替え・下校時刻についてお知らせ 

【ウインドブレーカー着用について】 

・11月 18日（月）から着用可能。※予定。気温によって早める場合もあります。 

〇着用は、原則として登下校、部活動時に限ります。校舎内での着用は出来ませんので、

登校すれば自転車置き場で脱ぐようにしましょう。 

〇登下校時は、制服の上から着用します。その場合は、上着のみ着用、もしくは上下両方

の着用になります。 

〇寒い時期になれば、登下校時の手袋、マフラーの着用も可能です。 

【下校時刻について】 

・日没が早くなっています。寄り道をせずに早く下校するようにしましょう。早めにライ

トを点灯させ、事故を未然に防ぐようにしましょう。各家庭でも帰宅時間が遅い場合は注

意してやってください。 

【最終下校時刻】 

１０月１５日（火）～１１月 １日（金）・・・１７：１５ 

１１月 ５日（火）～１１月１５日（金）・・・１７：００ 

１１月１８日（月）～ １月１５日（水）・・・１６：３０（体操服下校可） 

 10月 7日（月）～11日（金）に 2年生が「トライやるウ

ィーク」で活動してきました。１週間という限られた時間、未

知の世界に飛び込み、戸惑いながらも業務に取り組んできた様

子を多くの２年生から聞かせてもらいました。また、トライや

るを終えてからの２年生の様子も変化が起こっています。例え

ば挨拶です。６月の学校便りに校長先生は、「挨拶は人のためで

はなく、自分のためにするもの。自分も相手も元気の出る美し

い挨拶ができるように。」と書かれていました。そんな挨拶に磨

きがかかってきた人が増えたように感じます。また挨拶だけで

なく「相手の立場で自分を見る」という部分でも、言葉遣いや

立ち居振る舞いなど部活動や掃除の時間等でも「トライやる」

の経験が生きていると感じます。お忙しい業務のかたわらでお

世話になった事業者の皆さま、ありがとうございました。 

 この１週間は、私にとって何もかもが初めてのことだらけでとても緊張しましたが、何よ

り楽しい１週間でした。介護の事は難しかったですが、利用者の皆さんがいろんな事を話し

かけて下さり、職員の方も私にたくさんの事を教えてくださりました。業務に慣れてくると

すごく楽しいお仕事でした。（ラポートやしろ：岸川 莉央さん） 


